上代の敬語（一）　：　畏敬・讃称・美称の接辞および尊称のオホ by 田中, みどり
上
代
の
敬
語
O
畏
敬
・
讃
称
・
美
称
の
接
辞
お
よ
び
尊
称
の
オ
ホ
i
田
中
み
ど
り
は
じ
め
に
一
畏
敬
・
讃
称
・
美
称
の
接
辞
一
-
一
イ
(
ツ
)
、
ユ
(
ツ
)
一
-
ニ
マ
一
ー
三
ミ
一
-
四
サ
一
ー
五
タ
一
-
六
フ
ト
、
タ
マ
、
タ
カ
ニ
讃
称
の
ト
ヨ
・
ウ
ヅ
ノ
と
尊
称
の
オ
ホ
ニ
ー
一
ト
ヨ
、
ウ
ヅ
ノ
ニ
ー
ニ
オ
ホ
〔
附
〕
カ
ミ
従
来
、
ほ
め
詞
・
美
称
の
接
辞
と
呼
ば
れ
て
い
る
イ
(
ツ
)
・
ユ
(
ツ
)
・
マ
・
ミ
・
フ
ト
・
タ
マ
・
タ
カ
な
ど
は
、
カ
ミ
に
対
す
る
畏
敬
に
発
っ
し
、
讃
称
と
も
な
る
。
サ
・
タ
も
、
同
類
の
接
辞
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
こ
・＼
・
サ
・
タ
マ
な
ど
は
美
称
に
も
な
る
。
ト
ヨ
・
ウ
ヅ
ノ
な
ど
は
、
イ
(
ツ
)
・
ユ
(
ツ
)
・
マ
こ
・＼
・
サ
・
フ
ト
・
タ
マ
・
タ
カ
な
ど
が
讃
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
平
行
し
て
使
用
さ
れ
た
、
新
し
い
讃
称
の
こ
と
ぼ
で
あ
る
。
イ
(
ツ
)
・
ユ
(
ツ
)
は
「
斎
」
「
厳
」
を
、
ミ
は
「
か
し
こ
ま
り
」
を
あ
ら
わ
す
。
マ
は
「
真
正
な
」
、
カ
は
「
暗
い
」
、
サ
は
「
清
澄
な
」
、
タ
は
「
す
っ
か
り
」
を
あ
ら
わ
す
。
副
詞
に
至
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
意
味
を
与
え
る
自
然
の
働
き
を
、
人
々
は
、
カ
ミ
の
力
と
見
な
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
畏
敬
の
思
い
と
な
る
。
こ
の
時
代
、
ミ
は
畏
敬
・
讃
称
・
美
称
の
接
辞
で
あ
る
。
オ
ホ
ミ
は
、
尊
称
の
オ
ホ
と
讃
称
の
ミ
の
二
語
で
あ
る
。
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は
じ
め
に
日
本
語
の
言
語
体
系
は
、
古
学
者
た
ち
に
よ
り
、
平
安
時
代
中
期
頃
の
も
の
を
中
心
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。
契
沖
(
一
六
四
〇
～
一
七
〇
一
年
)
の
か
な
つ
か
い
、
富
士
谷
成
章
(
一
七
三
八
～
一
七
七
九
年
)
の
文
法
論
な
ど
、
そ
の
功
績
は
大
き
い
。
幕
末
・
明
治
の
国
学
の
風
潮
は
、
本
居
宣
長
(
一
七
三
〇
～
一
八
〇
一
年
)
の
言
語
論
を
中
心
に
置
い
て
お
り
、
明
治
以
後
の
学
校
教
育
の
中
で
の
文
法
論
も
、
そ
の
流
れ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
現
在
の
古
典
語
研
究
は
、
平
安
時
代
の
も
の
を
規
範
と
し
て
、
そ
の
他
の
時
代
の
言
語
は
、
変
化
し
て
い
る
も
の
を
補
う
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
山
田
孝
雄
(
一
八
七
三
～
一
九
五
八
年
)
の
奈
良
朝
文
法
史
・
平
安
朝
文
法
史
な
ど
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
上
代
の
言
語
と
平
安
時
代
以
後
の
言
語
は
、
別
々
に
研
究
さ
れ
て
い
て
、
上
代
の
言
語
の
研
究
の
成
果
は
、
古
典
語
の
研
究
の
中
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
上
代
の
敬
語
の
う
ち
、
畏
敬
・
讃
称
・
美
称
の
接
辞
と
尊
称
の
オ
ホ
に
つ
い
て
論
じ
る
。
上
代
の
接
辞
に
は
、
現
代
で
は
意
味
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
が
、
そ
こ
に
、
わ
ず
か
に
見
え
て
い
る
畏
敬
・
讃
美
な
ど
に
、
古
い
時
代
の
人
々
が
、
自
然
に
対
し
て
(す
な
わ
ち
カ
ミ
に
対
し
て
)
も
っ
て
い
た
お
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
紀
萬
葉
に
は
、
「吾
妻
は
や
阿
豆
麻
波
夜
」
(記
中
巻
)
・
「吾
兄
を
阿
西
鳴
L
(紀
七
六
歌
謡
)
・
「吾
夫
君
、
此
云
阿
我
儺
勢
」
(神
代
紀
一
書
第
七
)
・
「我
鳥
和
杼
理
」
(記
三
歌
謡
)
・
「汝
鳥
那
杼
理
」
(記
三
歌
謡
)
な
ど
、
ア
・
ナ
が
ノ
・
ガ
を
介
さ
ず
直
接
体
言
に
係
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
「
…
大
舟
を
漕
ぎ
わ
が
行
け
ぼ
沖
つ
波
高
く
立
ち
来
ぬ
…
」
(萬
葉
巻
第
十
五
3
6
2
7
)
の
よ
う
に
、
主
格
接
辞
(ワ
ガ
)
が
動
詞
の
直
前
に
つ
く
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
接
続
の
形
式
は
、
古
い
日
本
語
の
形
式
で
、
ア
ル
タ
イ
諸
言
語
と
古
い
日
本
語
の
似
て
い
る
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
(拙
著
『日
本
語
の
な
り
た
ち
』
二
〇
〇
三
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
)。
こ
こ
に
述
べ
る
畏
敬
・
讃
称
・
美
称
の
接
辞
も
、
同
様
に
、
語
に
直
接
す
る
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
い
時
代
の
敬
語
の
あ
り
か
た
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
敬
語
論
で
避
け
ら
れ
て
き
た
の
は
、
カ
ミ
に
対
す
る
敬
語
で
あ
る
。
敬
語
は
、
カ
ミ
に
対
す
る
も
の
と
、
カ
ミ
を
祀
る
長
老
や
力
の
強
い
も
の
に
対
す
る
も
の
と
の
、
ふ
た
つ
の
方
面
か
ら
発
っ
す
る
。
し
か
る
に
、
日
本
の
敬
語
論
の
中
で
は
、
対
人
関
係
の
敬
語
と
、
神
話
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
カ
ミ
へ
の
敬
語
に
つ
い
て
、
言
及
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
仏
教
伝
来
以
来
、
日
本
の
カ
ミ
が
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
、
天
武
朝
な
い
し
平
安
朝
以
後
は
、
人
間
中
心
の
世
界
観
が
広
が
っ
て
、
自
然
へ
の
畏
敬
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
人
々
が
素
朴
に
も
っ
て
い
た
カ
ミ
の
観
念
を
見
る
こ
と
な
く
、
上
代
の
敬
語
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
4M
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
(
三
省
堂
一
九
六
七
年
)
「
ゆ
」
の
【
考
】
の
中
に
、
「
元
来
神
に
関
連
の
あ
る
、
信
仰
的
価
値
に
対
　こ
し
て
与
え
ら
れ
た
ほ
め
詞
が
美
称
と
な
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
が
、
「
ほ
め
詞
」
で
あ
る
以
前
に
、
カ
ミ
に
対
す
る
か
し
こ
ま
り
の
思
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が
カ
ミ
に
対
す
る
敬
語
の
基
底
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
素
朴
な
カ
ミ
へ
の
畏
敬
を
顧
み
ず
、
カ
ミ
観
念
が
、
神
話
や
形
式
化
し
た
神
祗
か
ら
出
発
し
て
い
る
た
め
、
カ
ミ
へ
の
敬
語
を
正
当
に
位
置
付
け
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
論
で
は
、
古
い
時
代
の
人
々
が
、
カ
ミ
に
対
し
て
も
っ
て
い
た
お
そ
れ
を
中
心
に
述
べ
る
。
従
来
、
ほ
め
詞
・
美
称
の
接
辞
と
呼
ば
れ
て
い
る
イ
(
ツ
)
・
ユ
(
ツ
)
・
マ
こ
・＼
・
フ
ト
・
タ
マ
・
タ
カ
な
ど
は
、
カ
ミ
に
対
す
る
畏
敬
に
発
っ
し
、
讃
称
と
も
な
る
。
サ
・
タ
も
、
同
類
の
接
辞
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
・
ミ
・
サ
・
タ
マ
な
ど
は
美
称
に
も
な
る
。
ト
ヨ
・
ウ
ヅ
ノ
な
ど
は
、
イ
(
ツ
)
・
ユ
(
ツ
)
・
マ
こ
丶
・
サ
・
フ
ト
・
タ
マ
・
タ
カ
な
ど
が
讃
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
平
行
し
て
使
用
さ
れ
た
、
新
し
い
讃
称
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
一
畏
敬
・
讃
称
・
美
称
の
接
辞
上
代
の
こ
と
ば
に
、
ほ
め
詞
と
か
美
称
の
接
辞
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
い
(
つ
)
、
ゆ
(
つ
)
、
ま
、
み
、
ふ
と
、
た
か
、
と
よ
、
た
ま
、
う
つ
の
な
ど
で
あ
る
。
春
日
和
男
氏
は
、
ほ
め
詞
を
讃
称
語
と
し
、
美
称
・
　こ
讃
称
を
合
わ
せ
て
讃
美
称
語
と
名
付
け
て
い
る
。
〈
は
じ
め
に
〉
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「神
に
関
連
の
あ
る
、
信
仰
的
価
値
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
ほ
め
詞
が
美
称
と
な
る
」
が
、
そ
の
「ほ
め
詞
」
は
、
そ
れ
以
前
に
、
カ
ミ
に
対
す
る
か
し
こ
ま
り
の
思
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が
カ
ミ
に
対
す
る
敬
語
の
基
底
で
あ
る
。
そ
れ
を
畏
敬
の
接
辞
と
名
付
け
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
ほ
め
詞
・
美
称
の
接
辞
を
、
畏
敬
の
接
辞
・
讃
称
の
接
辞
・
美
称
の
接
辞
の
三
類
に
分
け
て
考
え
る
。
一
ー
一
イ
(
ツ
)、
ユ
(
ツ
)
イ
(斎
)
は
、
ユ
(斎
)
・
ユ
ツ
に
同
じ
で
、
カ
ミ
の
神
聖
を
言
う
こ
と
ば
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ミ
の
荘
厳
を
表
わ
す
「厳
」
イ
ツ
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
自
発
の
助
動
詞
「
ユ
」
と
も
同
源
で
あ
る
。
ち
は
や
ぶ
る
神
の
斎
垣
(神
之
伊
垣
)
も
越
え
ぬ
べ
し
今
は
わ
が
名
の
惜
し
け
く
も
な
し
[萬
葉
集
巻
第
十
一
2
6
6
3
寄
物
陳
思
]
(岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『萬
葉
集
三
』
二
〇
〇
二
年
。
以
下
同
じ
。
た
だ
し
、
訳
文
は
、
適
宜
、
勘
考
す
る
。
)
斎
串
(五
十
串
)
立
て
神
酒
す
ゑ
奉
る
祝
部
が
う
ず
の
玉
か
げ
見
れ
ば
と
も
し
も
[萬
葉
集
巻
第
士
二
3
2
2
9
雑
歌
]
1語敬S代上35
霜
に
寄
せ
き
は
な
は
だ
も
夜
ふ
け
て
な
行
き
道
の
辺
の
ゆ
笹
(湯
小
竹
)
の
上
に
霜
の
降
る
夜
を
[萬
葉
集
巻
第
十
2
3
3
6
冬
の
相
聞
]
(岩
波
新
日
本
古
曲
ハ文
学
大
系
『萬
葉
集
二
』
二
〇
〇
〇
年
。
以
下
同
じ
)
十
市
皇
女
の
伊
勢
神
宮
に
参
り
赴
き
し
時
に
、
波
多
の
横
山
の
巌
を
見
て
、
吹
芙
刀
自
の
作
り
し
歌
河
上
の
ゆ
つ
岩
群
(湯
都
盤
村
)
に
草
生
さ
ず
常
に
も
が
も
な
常
娘
子
に
て
[萬
葉
集
巻
第
一
2
2
雑
歌
]
(岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『萬
葉
集
一
』
一
九
九
九
年
。
以
下
同
じ
)
御
諸
の
厳
白
梼
が
本
(伊
都
加
斯
賀
母
登
)
白
梼
が
本
忌
々
し
き
か
も
白
梼
原
嬢
子
(古
事
記
九
十
二
歌
謡
)
(岩
波
日
本
古
曲
ハ文
學
大
系
『古
代
歌
謡
集
』
土
橋
寛
校
注
。
一
九
五
七
年
。
以
下
同
じ
。
但
し
、
訓
は
適
宜
、
勘
考
す
る
。)
伊
都
能
知
和
岐
知
和
岐
弖
[古
事
記
上
巻
天
孫
降
臨
]
(岩
波
日
本
古
典
文
學
大
系
『古
事
記
祝
詞
』
一
九
五
八
年
。
以
下
同
じ
。
一
二
八
頁
)
瀏
道
別
道
別
[神
代
紀
第
九
段
一
書
第
一
凵
(岩
波
日
本
古
曲
ハ文
學
大
系
『日
本
書
紀
上
』
一
九
六
七
年
。
以
下
同
じ
。
一
四
九
頁
)
こ
れ
ら
の
イ
・
ユ
・
ユ
ツ
・
イ
ツ
は
い
ず
れ
も
、
か
し
こ
き
神
の
神
聖
を
言
う
畏
敬
の
接
辞
で
あ
る
。
若
桜
部
朝
臣
君
足
の
雪
の
歌
一
首
天
霧
ら
し
雪
も
降
ら
ぬ
か
い
ち
し
ろ
く
こ
の
い
つ
柴
(五
柴
)
に
降
ら
ま
く
を
見
む
[萬
葉
集
巻
第
八
1
6
4
3
冬
の
雑
歌
]
道
の
辺
の
い
つ
柴
原
(五
柴
原
)
の
い
つ
も
い
つ
も
人
の
許
さ
む
言
を
し
待
た
む
[萬
葉
集
巻
第
十
一
2
7
7
0
寄
物
陳
思
凵
の
イ
ツ
は
、
讃
称
で
あ
る
。
さ
ら
に
、山
部
宿
祢
赤
人
の
不
尽
山
を
望
み
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
…
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ぼ
渡
る
日
の
影
も
隠
ら
ひ
照
る
月
の
光
も
見
え
ず
白
雲
も
い
行
き
は
ぼ
か
り
(伊
去
波
伐
加
利
)
…
[萬
葉
集
巻
第
三
3
1
7
]
額
田
王
の
近
江
国
に
下
り
し
時
に
作
り
し
歌
、
井
戸
王
の
即
ち
和
せ
し
歌
味
酒
三
輪
の
山
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
山
の
山
の
ま
に
同
隠
る
(倒
隠
)
ま
で
道
の
隈
い
積
も
る
(伊
積
流
)
ま
で
に
…
[萬
葉
集
巻
第
一
1
7
]
の
「
い
行
き
は
ば
か
り
」
「
い
隠
る
」
「
い
積
も
る
」
な
ど
で
は
、
天
6M
地
に
関
わ
る
こ
と
や
、
自
然
に
そ
う
な
る
こ
と
に
、
イ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
人
為
の
及
ば
な
い
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
動
詞
に
付
く
こ
の
イ
も
、
「
い
垣
」
「
い
串
」
「
ゆ
笹
」
「
ゆ
つ
岩
群
」
な
ど
名
詞
に
付
く
イ
と
、
そ
し
て
ま
た
自
発
の
助
動
詞
ユ
と
同
源
で
あ
る
。
一
-
ニ
マ
隠
り
国
の
泊
瀬
の
河
の
上
つ
瀬
に
斎
杙
(倒
久
比
)
を
打
ち
下
つ
瀬
に
真
杙
(麻
久
比
)
を
打
ち
斎
杙
に
は
鏡
(加
賀
美
)
を
掛
け
真
杙
に
は
剽
玉
(嫻
多
麻
)
を
掛
け
真
玉
な
す
吾
が
思
ふ
妹
鏡
な
す
吾
が
思
ふ
妻
あ
り
と
言
は
ば
こ
そ
よ
家
に
も
行
か
め
国
を
も
偲
は
め
[古
事
記
九
十
歌
謡
]
こ
の
歌
で
は
、
「斎
杙
」
と
「真
杙
」、
「鏡
」
と
「真
玉
」
と
が
対
に
な
っ
て
い
る
。
「鏡
」
と
「玉
」
と
は
、
「妹
1
妻
」
へ
の
序
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
「鏡
」
「玉
」
は
、
「大
切
な
宝
物
」
の
義
で
あ
ろ
う
。
「玉
」
の
方
に
「真
」
(真
正
な
・
完
全
な
・
純
粋
な
の
意
を
も
つ
こ
と
ば
)
が
付
い
て
い
る
の
は
、
鏡
が
3
音
で
あ
る
た
め
、
音
数
を
整
え
る
意
味
も
あ
る
が
、
鏡
も
玉
も
祭
旦
ハ
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
と
き
選
ぼ
れ
た
マ
と
い
う
こ
と
ば
は
祭
具
で
あ
る
玉
の
神
聖
さ
を
表
わ
す
。
大
系
本
『古
代
歌
謡
集
』
古
事
記
九
十
歌
謡
「読
歌
」
の
補
注
に
も
、
◇
こ
の
二
首
(引
用
者
注
1
記
八
九
歌
謡
・
九
十
歌
謡
)
の
「読
歌
」
は
恋
歌
で
あ
る
が
、
一
段
に
提
示
さ
れ
て
い
る
景
物
は
、
祭
儀
に
関
係
の
あ
る
幡
、
鏡
、
玉
な
ど
で
、
発
想
の
母
胎
は
寿
歌
に
あ
る
ら
し
く
、
あ
る
い
は
寿
歌
の
曲
節
で
歌
わ
れ
た
も
の
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
(『古
代
歌
謡
集
』
一
一
九
頁
)
と
あ
り
、
も
と
も
と
マ
が
神
聖
さ
を
表
わ
し
た
も
の
と
い
う
考
え
を
裏
付
け
る
。
次
に
、
「杙
」
に
付
く
も
の
は
、
「斎
杙
」
「真
杙
」
と
対
置
さ
れ
て
い
る
。
鏡
・
玉
を
掛
け
る
「杙
」
も
ま
た
祭
祀
に
関
わ
る
神
聖
な
も
の
で
あ
る
。
「斎
杙
」
に
つ
い
て
『古
代
歌
謡
集
』
頭
注
に
◇
斎
み
清
め
た
杙
。
川
瀬
で
行
わ
れ
る
祭
儀
(六
月
祓
、
夏
神
楽
な
ど
)
の
景
物
を
提
示
し
て
い
る
。
と
言
う
o
マ
は
、
「真
正
な
・
完
全
な
・
純
粋
な
」
の
意
を
も
つ
こ
と
ば
で
あ
る
。
真
正
な
も
の
、
完
全
な
も
の
、
純
粋
な
も
の
は
、
カ
ミ
の
姿
(理
想
)
で
あ
る
。
そ
し
て
、
マ
が
イ
(斎
)
に
対
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
カ
ミ
へ
の
畏
敬
が
読
み
取
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
辻
村
敏
樹
『敬
語
の
史
的
研
究
』
(
一
九
六
八
年
東
京
堂
出
版
。
一
九
九
四
年
第
五
版
)
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
◇
今
日
の
「
お
」
や
「ご
」
は
対
人
関
係
に
基
づ
い
た
表
現
で
敬
語
の
範
躊
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
上
代
の
美
称
の
「み
」
や
「
ま
」
は
そ
う
い
う
性
質
の
も
の
で
な
い
と
い
う
1語敬S代上37
点
に
お
い
て
は
っ
き
り
一
線
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(同
書
七
七
頁
)
こ
こ
で
は
、
敬
語
を
、
対
人
関
係
に
基
づ
く
も
の
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
、
◇
美
蘇
良
行
く
雲
に
も
が
も
な
け
ふ
行
き
て
い
も
に
こ
と
ど
ひ
あ
す
か
へ
り
来
む
(万
葉
・
十
四
・
三
五
一
〇
)
上
つ
瀬
に
斎
杭
を
打
ち
下
つ
瀬
に
麻
久
比
を
打
ち
斎
杭
に
は
鏡
を
か
け
麻
久
比
に
は
麻
多
麻
を
か
け
(記
歌
・
九
〇
)
こ
れ
ら
の
「
み
」
や
「ま
」
が
ど
う
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
実
は
そ
の
語
源
を
知
ら
な
け
れ
ば
は
っ
き
り
言
え
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
も
の
を
た
た
え
る
こ
と
ば
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
だ
敬
語
と
は
言
え
な
い
も
の
で
、
後
に
そ
れ
が
神
や
天
皇
や
尊
ぶ
べ
き
人
の
も
の
を
た
た
え
て
言
う
た
め
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
は
じ
め
て
敬
語
ら
し
い
敬
語
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
(同
書
七
七
頁
)
と
も
あ
り
、
ミ
や
マ
を
「
そ
の
も
の
を
た
た
え
る
こ
と
ば
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
考
え
て
い
る
。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
に
は
「
カ
ミ
へ
の
畏
敬
」
を
表
わ
す
も
の
が
あ
り
、
記
九
十
歌
謡
の
マ
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。
「そ
の
も
の
を
た
た
え
る
こ
と
ば
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
四
年
丁
卯
の
春
正
月
、
諸
王
諸
臣
子
等
に
勅
し
て
授
刀
寮
に
散
禁
せ
し
め
し
時
に
作
り
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
剥
葛
延
ふ
(真
葛
延
)
春
日
の
山
は
う
ち
な
び
く
春
さ
り
行
く
と
…
[萬
葉
集
巻
第
六
9
4
8
]
の
「ま
葛
」
の
よ
う
な
例
で
、
こ
れ
は
後
の
用
法
で
あ
る
。
一
-
三
ミ
右
に
掲
げ
た
辻
村
敏
樹
『敬
語
の
史
的
研
究
』
に
、
美
蘇
良
行
く
雲
に
も
が
も
な
け
ふ
行
き
て
い
も
に
こ
と
ど
ひ
あ
す
か
へ
り
来
む
(万
葉
・
十
四
・
三
五
一
〇
)
の
例
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
み
空
」
の
場
合
、
美
称
の
よ
う
に
見
え
る
。
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
「
み
」
の
項
に
、
◇
接
頭
語
。
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
物
を
指
す
と
き
や
物
を
ほ
め
た
た
え
て
い
う
と
き
に
用
い
る
。
と
言
い
、
【考
】
に
、
◇
…
以
上
は
敬
語
の
接
頭
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
㊥
マ
や
ユ
・
ユ
ツ
な
ど
の
よ
う
な
、
美
称
と
い
わ
れ
る
用
法
の
例
も
あ
り
(ミ
草
こ
・＼
空
こ
・＼冬
こ
ミ
陰
・
ミ
酒
等
)
、
そ
の
中
に
㊦
地
形
名
に
ミ
の
つ
い
た
も
の
(ミ
山
.
ミ
嶺
こ
・＼坂
等
)
と
、
㊦
器
物
の
名
に
つ
い
た
も
の
(ミ
甕
.
ミ
籠
こ
ミ
鉤
こ
・＼杯
・
ミ
掘
串
)
と
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
㊦
は
お
そ
ら
く
元
来
神
の
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
(↓
み
　M
さ
き
【考
】
)、
㊦
㊦
を
含
め
て
㊥
は
神
・
信
仰
と
の
関
係
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
(↓
ゆ
[斎
]
【考
】)
。
　ヨ
　
と
言
う
(傍
線
、
引
用
者
)。
ま
た
、
藤
白
の
御
坂
を
越
ゆ
と
白
栲
の
我
が
衣
手
は
濡
れ
に
け
る
か
も
[萬
葉
集
巻
第
九
1
6
7
5
雑
歌
]
(新
潮
日
本
古
曲
ハ集
成
『萬
葉
集
二
』
一
九
七
八
年
新
潮
社
)
の
「藤
白
の
御
坂
」
に
つ
い
て
の
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
の
頭
注
に
は
、◇
接
頭
語
「御
」
は
峠
の
神
へ
の
畏
怖
を
表
わ
す
。
(同
書
三
七
九
頁
)
と
言
う
。
「
そ
の
も
の
を
た
た
え
る
こ
と
ば
」
で
は
な
く
、
「神
へ
の
畏
怖
」
で
あ
る
。
上
代
の
美
称
・
讃
称
の
接
辞
は
本
来
、
か
よ
う
な
カ
ミ
へ
の
畏
れ
と
敬
い
よ
り
う
ま
れ
た
こ
と
ぼ
で
あ
る
。
「
み
吉
野
」
の
よ
う
に
、
地
名
に
付
く
も
の
も
同
じ
で
あ
る
。
大
宰
の
時
の
梅
花
に
追
和
せ
し
新
歌
六
首
み
冬
(民
布
由
)
継
ぎ
春
は
来
た
れ
ど
梅
の
花
君
に
し
あ
ら
ね
ば
招
く
人
も
な
し
厂萬
葉
集
巻
第
十
七
3
9
0
1
大
伴
書
持
]
(岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『萬
葉
集
四
』
二
〇
〇
三
年
。
以
下
同
じ
)
の
「
み
冬
」
は
、
大
い
な
る
自
然
の
運
行
に
か
し
こ
ま
る
思
い
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
辻
村
敏
樹
氏
の
挙
げ
た
、
美
称
の
よ
う
に
見
え
る
、
東
歌
み
空
(美
蘇
良
)
行
く
雲
に
も
が
も
な
今
日
行
き
て
妹
に
言
問
ひ
明
日
帰
り
来
む
[萬
葉
集
巻
第
十
四
3
5
1
0
]
も
、
貧
窮
問
答
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
・:
日
月
は
明
し
と
言
へ
ど
あ
が
た
め
は
照
り
や
た
ま
は
ぬ
(多
麻
波
奴
)
…
[萬
葉
集
巻
第
五
8
9
2
山
上
憶
良
]
で
日
月
を
あ
が
め
る
表
現
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
「空
」
を
あ
が
め
た
「大
い
な
る
空
」
と
い
う
語
感
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
地
上
の
も
の
を
つ
つ
む
大
空
を
見
上
げ
て
、
そ
の
偉
大
さ
を
意
識
し
て
、
「
み
空
」
と
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
額
田
王
の
歌
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
秋
の
野
の
み
草
(美
草
)
刈
り
葺
き
宿
れ
り
し
宇
治
の
み
や
こ
の
仮
廬
し
思
ほ
ゆ
[萬
葉
集
巻
第
一
7
]
の
「
み
草
」
は
、
天
皇
の
仮
廬
に
関
わ
る
草
で
あ
る
の
で
、
神
聖
な
草
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
讃
称
の
例
で
あ
る
。
こ
の
岡
に
草
刈
る
童
然
な
刈
り
そ
ね
あ
り
つ
つ
も
君
が
来
ま
さ
む
み
馬
草
(御
馬
草
)
に
せ
む
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[萬
葉
集
巻
第
七
1
2
9
1
旋
頭
歌
]
の
「
み
馬
草
」
の
ミ
は
、
美
称
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
ミ
に
は
、
畏
敬
を
表
わ
す
も
の
・
讃
称
・
美
称
が
あ
る
。
ま
た
、
一
語
的
に
な
っ
た
「
ミ
ヤ
(宮
)」
「
ミ
コ
ト
(命
)
」
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
「
ミ
キ
(御
酒
)」
に
つ
い
て
は
、
萬
葉
集
巻
第
六
9
7
3
の
歌
に
「キ
酒
」
の
例
も
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
「
ミ
キ
」
で
一
語
的
に
な
っ
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
こ
の
ミ
は
、
後
の
時
代
の
対
人
関
係
に
基
づ
く
尊
敬
語
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
、
讃
称
の
接
辞
で
あ
る
。
一
-
四
サ
<
1
-
1
>
に
挙
げ
た
山
部
宿
祢
赤
人
の
不
尽
山
を
望
み
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
の
反
歌
は
、
田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ぼ
ま
白
に
そ
(真
白
衣
)
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
[萬
葉
集
巻
第
三
3
1
8
]
で
あ
る
。
「ま
白
に
」
は
混
じ
り
け
の
な
い
白
さ
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
色
を
表
わ
す
こ
と
ば
に
接
辞
の
つ
い
た
も
の
に
は
、
「
ま
朱
」
「
か
黒
し
」
「
か
青
し
」
「
さ
青
な
る
」
「さ
丹
塗
り
」
な
ど
が
あ
る
。
真
金
吹
く
丹
生
の
真
朱
の
(尓
布
能
麻
曾
保
乃
)
色
に
出
て
言
は
な
く
の
み
そ
あ
が
恋
ふ
ら
く
は
[萬
葉
集
巻
第
十
四
3
5
6
0
東
歌
]
「ま
そ
ほ
」
は
辰
砂
(赤
色
)
で
あ
る
。
世
間
の
住
ま
り
難
き
を
哀
し
み
し
歌
一
首
序
を
并
せ
た
り
…
蜷
の
腸
か
黒
き
髪
に
(迦
具
漏
伎
可
美
尓
)
何
時
の
間
か
霜
の
降
り
け
む
紅
の
一
に
云
ふ
、
「丹
の
ほ
な
す
」
面
の
上
に
い
つ
く
ゆ
か
皺
が
来
た
り
し
…
[萬
葉
集
巻
第
五
8
0
4
山
上
憶
良
]
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
、
石
見
国
よ
り
妻
を
別
れ
て
上
り
来
た
り
し
時
の
歌
二
首
短
歌
を
并
せ
た
り
…
に
き
た
つ
の
荒
磯
の
上
に
か
青
く
生
ふ
る
(香
青
生
)
玉
藻
沖
つ
藻
...
C萬
葉
集
巻
第
ニ
ー
3
1
]
「蜷
の
腸
か
黒
き
髪
に
」
の
用
例
や
海
の
藻
の
色
か
ら
考
え
て
、
カ
は
ど
す
黒
い
色
で
あ
ろ
う
。
物
に
怕
れ
し
歌
三
首
人
魂
の
さ
青
な
る
君
が
(佐
青
有
公
之
)
た
だ
ひ
と
り
逢
へ
り
し
雨
夜
の
葉
非
左
思
所
念
[萬
葉
集
巻
第
十
六
3
8
8
9
]
「
サ
青
な
る
」
は
現
代
語
訳
す
れ
ば
「
マ
ッ
サ
オ
ナ
真
っ
青
な
」
　る
　
で
あ
ろ
う
。山
上
臣
憶
良
の
七
夕
の
歌
十
二
首
04
…
さ
丹
塗
り
の
(佐
丹
塗
之
)
小
舟
も
が
も
玉
巻
き
の
ま
櫂
も
が
も
…
[萬
葉
集
巻
第
八
1
5
2
0
]
久
迩
の
新
京
を
讃
め
し
歌
二
首
短
歌
を
并
せ
た
り
…
さ
雄
鹿
の
妻
呼
ぶ
秋
は
天
霧
ら
ふ
し
ぐ
れ
を
疾
み
さ
に
つ
ら
ふ
(狭
丹
頬
歴
)
も
み
ち
散
り
つ
つ
(黄
葉
散
乍
)
…
[萬
葉
集
巻
第
六
1
0
5
3
]
「
に
丹
」
は
赤
土
で
あ
る
。
は
じ
め
の
「
そ
ほ
」
が
朱
す
な
わ
ち
赤
色
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
に
」
は
赤
土
の
色
で
、
赤
色
か
ら
黄
色
ま
で
の
色
相
で
あ
る
。
朱
を
含
む
場
合
も
あ
り
、
含
ま
な
い
場
合
も
あ
る
。
右
の
8
0
4
の
歌
に
も
、
紅
の
一
に
云
ふ
、
・丹
の
ほ
な
す
・
面
(久
礼
奈
為
能
一
云
、
尓
能
保
奈
須
止息
母
提
)
と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
。
「栲
乃
穂
尓
た
へ
の
ほ
に
」
(萬
葉
集
巻
第
一
7
9
)
の
例
も
あ
っ
て
、
「～
ノ
穂
」
は
真
に
そ
の
色
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
ニ
ホ
フ
(「紅
に
ほ
ふ
紅
丹
穂
経
」
萬
葉
集
巻
第
十
三
3
2
2
7
)
と
い
う
動
詞
形
も
あ
る
ほ
ど
に
、
色
が
明
る
く
輝
く
さ
ま
が
ニ
ノ
ホ
ナ
ス
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ホ
フ
は
紅
の
色
と
多
く
関
わ
る
か
ら
、
二
は
本
来
は
赤
色
を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ニ
ホ
フ
は
、
色
彩
全
般
に
も
使
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
つ
つ
じ
花
に
ほ
へ
る
君
が
(香
君
之
)」
(萬
葉
集
巻
第
三
4
4
3
)
な
ど
の
用
字
か
ら
、
ニ
ホ
フ
は
「香
」
に
つ
い
て
も
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
ま
た
、
1
0
5
3
の
歌
で
「
さ
に
つ
ら
ふ
」
は
「
も
み
ち
黄
葉
」
に
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
二
は
黄
色
で
あ
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
萬
葉
集
に
お
い
て
「
も
み
ち
」
は
ほ
と
ん
ど
全
て
「
黄
葉
」
の
用
字
で
あ
る
こ
と
と
、
「
さ
に
つ
ら
ふ
」
の
か
か
る
こ
と
ば
は
外
に
、
「
吾
大
君
」
「
君
」
「
妹
」
「
紐
」
「
色
」
な
ど
で
あ
る
た
め
、
健
康
な
頬
の
色
を
さ
す
「
赤
い
」
を
い
っ
た
も
の
で
、
ニ
ホ
フ
と
同
じ
よ
う
に
美
し
さ
を
賞
め
る
賞
め
こ
と
ば
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
マ
、
カ
、
サ
は
同
じ
よ
う
な
働
き
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
古
代
色
「
白
黒
青
赤
」
の
う
ち
、
白
に
は
マ
、
黒
に
は
カ
、
青
に
は
カ
と
サ
、
赤
に
は
マ
と
サ
が
付
い
て
い
る
。
「
力
青
し
」
の
あ
る
一
方
に
「
サ
青
な
る
」
が
あ
り
、
「
マ
そ
ほ
」
の
あ
る
一
方
に
「
サ
丹
」
が
あ
り
、
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
用
い
ら
れ
た
歌
の
内
容
か
ら
推
し
て
、
「
マ
白
」
「
マ
朱
」
は
純
正
な
色
を
言
い
、
「
力
黒
」
「
力
青
」
は
ど
す
黒
い
色
、
「
サ
青
」
「
サ
丹
」
は
澄
み
き
っ
た
濁
り
の
な
い
色
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
サ
は
、
右
に
も
挙
げ
た
萬
葉
集
1
0
5
3
の
歌
に
あ
る
「
さ
雄
鹿
左
壮
鹿
」
の
サ
や
、
油
火
の
光
に
見
ゆ
る
わ
が
縵
さ
百
合
の
花
の
(佐
由
利
　ゑ
能
波
奈
能
)
笑
ま
は
し
き
か
も
[
萬
葉
集
巻
第
十
八
4
0
8
6
大
伴
家
持
]
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八
千
矛
の
神
の
命
は
…
さ
婚
ひ
(佐
用
婆
比
)
に
在
立
た
し
婚
ひ
に
在
通
は
せ
…
…
青
山
に
鵄
は
鳴
き
ぬ
さ
野
つ
鳥
(佐
怒
都
登
理
)
雉
は
響
む
庭
つ
鳥
鶏
は
鳴
く
…
[古
事
記
二
歌
謡
]
の
サ
に
も
繋
が
る
。
サ
は
「五
月
」
の
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
昼
者
如
五
月
蝿
而
沸
騰
之
…
五
月
蝿
、
此
云
左
魔
倍[神
代
紀
下
]
(『日
本
書
紀
上
』
一
六
一
頁
、
一
六
三
頁
)
の
「五
月
」
を
「左
」
と
訓
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
が
、
わ
が
背
子
が
国
へ
ま
し
な
ぼ
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
か
む
五
月
(佐
都
奇
)
は
さ
ぶ
し
け
む
か
も
[萬
葉
集
巻
第
十
七
3
9
9
6
介
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
凵
の
例
も
あ
る
か
ら
、
「五
月
」
は
本
来
は
サ
ツ
キ
で
あ
っ
て
サ
で
は
な
く
、
「如
五
月
蝿
」
は
「五
月
ご
ろ
の
蝿
の
よ
う
に
」
(時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
)
の
意
義
で
あ
る
た
め
に
「
五
月
」
の
字
を
用
い
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
サ
ミ
ダ
レ
を
「五
月
雨
」
と
書
く
の
と
同
趣
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
万
葉
仮
名
に
よ
っ
て
表
わ
す
音
と
万
葉
仮
名
　　
　
と
し
て
使
わ
れ
た
漢
字
の
も
つ
本
来
の
意
義
と
が
、
関
連
す
る
例
の
一
つ
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
も
「早
苗
」
「早
乙
女
」
(田
植
え
に
関
係
す
る
)
な
ど
の
語
が
あ
る
。
田
植
え
の
時
期
は
五
月
頃
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
サ
と
五
月
は
関
係
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
萬
葉
集
に
「
さ
蕨
左
和
良
妣
」
(萬
葉
集
巻
第
八
1
4
1
8
)
の
用
例
が
あ
る
。
蕨
の
時
期
は
三
月
か
ら
四
月
で
あ
る
。
蕨
の
時
期
は
三
月
か
ら
四
月
、
田
植
え
の
時
期
は
五
月
頃
、
旧
暦
で
は
春
か
ら
夏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
草
木
が
芽
を
出
し
勢
い
よ
く
伸
び
る
季
節
で
あ
る
。
右
に
、
「
サ
青
」
「サ
丹
」
は
澄
み
き
っ
た
濁
り
の
な
い
色
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
述
べ
た
。
こ
の
こ
と
と
、
草
木
が
勢
い
よ
く
伸
び
る
こ
と
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
サ
の
意
義
は
、
「清
澄
な
こ
と
、
伸
び
伸
び
し
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。
自
然
の
営
み
を
讃
え
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
以
前
に
、
自
然
へ
の
畏
敬
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
右
に
「
さ
雄
鹿
」
「さ
百
合
」
の
例
を
挙
げ
た
が
、
奈
良
に
お
い
て
は
、
鹿
は
春
日
大
社
の
カ
ミ
の
使
い
で
あ
り
、
率
川
神
社
の
三
枝
祭
(ゆ
り
祭
)
は
文
武
天
皇
の
大
宝
年
間
か
ら
伝
わ
る
祭
で
、
鹿
や
百
合
は
カ
ミ
と
の
関
係
が
深
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
後
の
時
代
に
、
田
植
え
神
事
に
仕
え
る
少
女
を
「早
乙
女
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
例
が
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
(三
重
県
伊
雑
宮
の
御
田
植
祭
は
、
倭
姫
命
に
ま
つ
わ
る
穂
落
と
し
伝
説
に
由
来
す
る
。
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
今
の
形
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
)。
田
植
え
神
事
は
、
ヤ
マ
ト
ノ
ク
ニ
が
、
水
田
耕
作
経
済
を
基
盤
と
し
、
土
地
の
首
長
は
ク
ニ
ツ
カ
ミ
と
し
て
、
ま
つ
り
ご
と
24
〈
政
1
祭
〉
を
つ
か
さ
ど
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
。
こ
の
田
の
カ
ミ
に
仕
え
る
少
女
を
「
サ
ヲ
ト
メ
」
と
呼
ぶ
の
は
、
カ
ミ
へ
の
畏
敬
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
「
さ
雄
鹿
」
や
「
さ
百
合
」
の
サ
は
、
カ
ミ
へ
の
畏
敬
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
「
さ
婚
ひ
」
の
サ
は
八
千
矛
の
神
に
対
す
る
讃
称
、
「
さ
野
つ
鳥
」
の
サ
は
美
称
で
あ
る
。
一
-
五
タ
古
事
記
九
一
歌
謡
に
は
、
…
い
組
竹
い
組
み
は
寝
ず
た
繁
竹
(多
斯
美
陀
気
)
確
に
は
率
寝
ず
…
[古
事
記
九
一
歌
謡
]
の
よ
う
に
、
イ
と
タ
が
並
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
タ
は
、
「
タ
童
」
「
タ
走
る
」
「
タ
も
と
ほ
る
」
「
タ
遠
し
」
「
タ
ゆ
ら
に
」
な
ど
、
多
く
の
語
に
接
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
義
は
「
す
っ
か
り
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
畏
敬
の
用
例
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
右
の
古
事
記
九
一
歌
謡
に
イ
と
並
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
讃
称
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
以
上
、
サ
・
タ
は
、
従
来
、
ほ
め
詞
・
美
称
の
接
辞
の
類
に
は
入
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
接
辞
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
、
イ
(
ツ
)
・
ユ
(
ツ
)
・
マ
こ
ミ
な
ど
と
同
じ
、
畏
敬
・
讃
称
・
美
称
の
接
辞
と
考
え
る
。
イ
(
ツ
)
・
ユ
(
ツ
)
は
「
斎
」
「
厳
」
を
、
ミ
は
「
か
し
こ
ま
り
L
を
あ
ら
わ
す
。
マ
は
「真
正
な
」
、
カ
は
「
暗
い
」
、
サ
は
「清
澄
な
」
、
タ
は
「
す
っ
か
り
」
を
あ
ら
わ
す
。
副
詞
に
至
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
意
味
を
与
え
る
自
然
の
働
き
を
、
人
々
は
、
カ
ミ
の
力
と
見
な
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
畏
敬
の
思
い
と
な
る
。
一
ー
六
フ
ト
、
タ
マ
、
タ
カ
次
に
、
沖
森
卓
也
編
『日
本
語
史
』
(お
う
ふ
う
一
九
八
九
年
)
で
は
、
敬
語
を
、
◇
素
材
敬
語
尊
敬
語
為
手
尊
敬
主
体
を
上
位
扱
い
「…
…
す
・
さ
す
」
謙
譲
語
受
手
尊
敬
対
象
を
上
位
扱
い
「
…
…
奉
る
」
丁
重
語
為
手
卑
下
(か
し
こ
ま
り
)
為
手
を
下
位
扱
い
「
…
…
侍
り
」
美
化
語
話
し
手
の
品
位
保
持
「御
…
…
」
対
者
敬
語
丁
寧
語
聞
き
手
尊
敬
「
…
…
侍
り
」
に
分
け
(同
書
、
一
〇
〇
頁
)
、
◇
尊
敬
語
は
既
に
七
世
紀
か
ら
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
尊
敬
語
に
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は
、
体
言
に
見
ら
れ
る
も
の
と
用
言
に
見
ら
れ
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
体
言
に
見
ら
れ
る
も
の
に
は
、
種
々
の
接
頭
語
が
あ
げ
ら
れ
、
「
お
ほ
み
l
」
「
み
ー
」
、
ま
た
美
化
語
的
な
「
ふ
と
l
」
「
た
ま
ー
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
(同
書
、
一
〇
二
頁
)
と
言
う
。
こ
の
書
で
は
、
「ふ
と
」
「た
ま
」
な
ど
を
尊
敬
語
と
し
つ
つ
も
、
美
化
語
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。
同
書
で
は
、
美
化
語
は
「話
し
手
の
品
位
保
持
」
の
語
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
、
「
ふ
と
」
「
た
ま
」
も
そ
れ
に
準
じ
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
乃
ち
天
児
屋
命
(あ
ま
の
こ
や
ね
の
み
こ
と
)
を
し
て
、
其
(そ
)
の
解
除
(は
ら
へ
)
の
太
諄
辞
(ふ
と
の
り
と
)
を
掌
(
つ
か
さ
ど
)
り
て
宣
(の
)
ら
し
む
。
[神
代
紀
第
七
段
一
書
第
三
]
(『日
本
書
紀
上
』
一
一
九
頁
)
造
酒
の
歌
一
首
中
臣
の
太
祝
詞
言
(敷
刀
能
里
等
其
等
)
言
ひ
祓
へ
贖
ふ
命
も
誰
が
た
め
に
汝
[萬
葉
集
巻
十
七
4
0
3
1
大
伴
家
持
凵
な
ど
の
フ
ト
は
、
「祝
詞
」
を
立
派
な
も
の
で
あ
る
と
言
い
、
そ
の
向
か
う
先
の
カ
ミ
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
吉
野
宮
に
幸
し
た
ま
ひ
し
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
り
し
歌
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
の
聞
こ
し
を
す
天
の
下
に
…
宮
柱
太
敷
き
ま
せ
ば
(太
敷
座
波
)
…[萬
葉
集
巻
第
一
3
6
]
冬
十
月
、
難
波
宮
に
幸
し
た
ま
ひ
し
時
に
、
笠
朝
臣
金
村
の
作
り
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
…
続
麻
な
す
長
柄
の
宮
に
真
木
柱
太
高
敷
き
て
(太
高
敷
而
)
食
す
国
を
治
め
た
ま
へ
ば
…
[萬
葉
集
巻
第
六
9
2
8
]
な
ど
の
フ
ト
は
、
宮
を
建
て
る
行
為
を
讃
め
た
た
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
、
「美
化
語
的
な
」
フ
ト
は
な
い
。
次
に
タ
マ
に
つ
い
て
。
七
夕
明
日
よ
り
は
吾
が
玉
床
を
(吾
玉
床
乎
)
打
ち
払
ひ
君
と
寝
ね
ず
て
ひ
と
り
か
も
寝
む[萬
葉
集
巻
第
十
2
0
5
0
]
の
場
合
、
「床
」
は
、
彦
星
と
の
逢
瀬
の
象
徴
で
あ
る
の
で
、
神
聖
　ヱ
な
も
の
と
し
て
タ
マ
を
付
し
た
。
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
、
妻
死
し
て
後
に
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
り
し
歌
家
に
来
て
わ
が
屋
を
見
れ
ぼ
玉
床
の
(玉
床
之
)
外
に
向
き
け
り
妹
が
木
枕
[萬
葉
集
巻
第
二
2
1
6
]
44
の
タ
マ
は
、
亡
く
な
っ
た
妹
と
の
「床
」
を
大
切
に
思
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
タ
マ
は
妹
の
霊
(タ
マ
)
と
も
響
き
合
っ
て
、
死
者
の
御
霊
に
対
す
る
厳
粛
な
鎮
魂
の
思
い
も
こ
め
ら
れ
る
。
水
門
の
葦
が
中
な
る
玉
小
菅
(多
麻
古
須
気
)
刈
り
来
わ
が
背
子
床
の
隔
し
に
[萬
葉
集
巻
第
十
四
3
4
4
5
]
の
「玉
小
菅
」
は
、
そ
の
よ
う
な
神
聖
な
床
の
隔
て
と
な
る
草
で
あ
る
の
で
、
タ
マ
が
付
い
た
も
の
で
あ
る
。
…
真
玉
手
(麻
多
麻
傳
)
玉
手
(多
麻
傳
)
さ
し
枕
き
百
長
に
寝
は
寝
さ
む
を
…
[古
事
記
三
歌
謡
]
の
「手
」
に
タ
マ
が
付
い
て
い
る
の
も
、
「手
」
は
「枕
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
神
聖
な
も
の
な
の
で
あ
る
(こ
こ
に
は
、
さ
ら
に
、
マ
さ
え
も
付
い
て
い
る
)
。
頭
や
顔
や
足
に
は
、
こ
の
タ
マ
は
付
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
タ
マ
は
美
化
語
で
は
な
く
、
美
称
で
す
ら
も
な
い
。
神
聖
な
も
の
を
讃
め
る
語
で
あ
る
か
ら
、
讃
称
の
名
が
ふ
さ
わ
し
い
(そ
の
奥
に
は
、
神
聖
な
も
の
へ
の
か
し
こ
ま
り
の
思
い
が
あ
る
)
。
「
玉
藻
」
「玉
葛
」
な
ど
、
植
物
に
付
い
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
賞
め
る
美
称
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
讃
称
の
接
辞
は
、
そ
の
も
の
を
賞
め
る
美
称
と
な
る
。
こ
れ
は
、
「
話
し
手
の
品
位
保
持
」
で
は
な
く
、
美
称
の
冠
さ
れ
た
モ
ノ
の
価
値
を
認
め
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「美
化
語
的
な
も
の
」
と
は
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
現
代
語
の
「御
」
は
、
尊
敬
語
の
場
合
と
美
化
語
の
場
合
と
が
あ
る
が
、
フ
ト
も
タ
マ
も
、
畏
敬
表
現
・
讃
称
な
い
し
そ
の
も
の
を
賞
め
る
美
称
な
の
で
あ
る
。
次
に
、
タ
カ
に
つ
い
て
。
フ
ト
が
「太
し
」
と
い
う
形
容
詞
と
同
源
で
あ
る
ご
と
く
、
タ
カ
は
「高
し
」
と
同
源
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
豊
か
な
こ
と
を
讃
め
る
ト
ヨ
や
、
「大
き
」
と
同
源
で
あ
る
「
オ
ホ
」
も
加
え
て
、
壮
大
な
も
の
・
高
い
も
の
・
豊
か
な
も
の
・
広
大
な
も
の
を
表
わ
す
こ
と
ば
は
、
讃
賞
の
こ
と
ぼ
と
な
る
。
軽
皇
子
の
安
騎
の
野
に
宿
り
し
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
り
し
歌
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
高
照
ら
す
(高
照
)
日
の
皇
子
神
な
が
ら
神
さ
び
せ
す
と
太
敷
か
す
(太
敷
為
)
京
を
置
き
て
:
・
[萬
葉
集
巻
第
一
4
5
]
の
「高
照
ら
す
」
は
「日
の
皇
子
」
に
か
か
る
こ
と
ば
で
、
こ
こ
に
日
の
神
信
仰
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
右
の
フ
ト
の
項
に
掲
げ
た
冬
十
月
、
難
波
宮
に
幸
し
た
ま
ひ
し
時
に
、
笠
朝
臣
金
村
の
作
り
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
…
続
麻
な
す
長
柄
の
宮
に
真
木
柱
裔
敷
き
て
(太
高
敷
而
)
食
す
国
を
治
め
た
ま
へ
ば
…
[萬
葉
集
巻
第
六
9
2
8
]
の
場
合
、
フ
ト
と
タ
カ
と
が
同
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
1語敬S代上45
に
は
、
タ
カ
は
讃
称
で
あ
る
。
以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
ほ
め
詞
・
美
称
の
接
辞
と
呼
ぼ
れ
て
い
る
こ
と
ば
は
、
そ
の
も
の
を
ほ
め
た
た
え
る
讃
称
か
ら
そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
賞
め
る
こ
と
ば
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
讃
称
は
、
カ
ミ
に
対
す
る
畏
敬
の
念
に
発
す
る
。
イ
(
ツ
)
.
ユ
(
ツ
)
・
マ
こ
・丶
・
サ
・
フ
ト
・
タ
マ
・
タ
カ
(そ
し
て
タ
も
)
な
ど
は
、
カ
ミ
に
対
す
る
畏
敬
に
発
っ
し
、
讃
称
と
も
な
る
。
そ
し
て
マ
・
ミ
・
サ
・
タ
マ
な
ど
は
美
称
に
も
な
る
。
ミ
は
、
後
に
、
本
来
の
意
義
を
忘
れ
ら
れ
た
り
(
オ
ミ
オ
ツ
ケ
)
、
美
化
語
に
な
っ
た
り
(
ミ
手
・
オ
ミ
足
)
す
る
が
、
上
代
に
お
い
て
は
、
畏
敬
・
讃
称
・
美
称
の
接
辞
で
あ
る
。
二
讃
称
の
ト
ヨ
・
ウ
ヅ
ノ
と
尊
称
の
オ
ホ
ニ
ー
[
ト
ヨ
、
ウ
ヅ
ノ
右
の
イ
(
ツ
)
・
ユ
(
ツ
)
・
マ
こ
・＼
・
サ
.
フ
ト
.
タ
マ
・
タ
カ
な
ど
は
、
畏
敬
・
讃
称
・
美
称
の
接
辞
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
畏
敬
の
接
辞
の
用
法
は
な
く
、
讃
称
の
意
義
の
み
を
有
す
る
接
辞
も
あ
る
。
ト
ヨ
・
ウ
ヅ
ノ
な
ど
で
あ
る
。
ト
ヨ
に
つ
い
て
。
天
皇
の
、
酒
を
節
度
使
の
卿
等
に
賜
ひ
し
御
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
…
天
皇
朕
う
つ
の
(宇
頭
乃
)
御
手
も
ち
か
き
撫
で
そ
ね
ぎ
た
ま
ふ
う
ち
撫
で
そ
ね
ぎ
た
ま
ふ
帰
り
来
む
日
に
相
飲
ま
む
酒
そ
こ
の
豊
(豊
)
御
酒
は
[萬
葉
集
巻
第
六
9
7
3
聖
武
天
皇
]
「豊
御
酒
」
の
ト
ヨ
は
、
豊
か
な
も
の
を
讃
え
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
ウ
ヅ
ノ
に
つ
い
て
。
右
の
9
7
3
の
歌
に
は
、
ウ
ヅ
ノ
と
い
う
こ
と
ぼ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
本
書
紀
に
も
、
伊
奘
諾
尊
日
、
吾
欲
生
御
寓
之
珍
子
…
珍
、
此
云
于
図
、
[神
代
紀
第
五
段
一
書
第
一
]
(『日
本
書
紀
上
』
八
九
頁
)
の
例
が
あ
り
、
高
貴
な
も
の
・
珍
し
い
も
の
・
美
し
い
も
の
を
讃
え
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ノ
と
い
う
語
尾
が
つ
い
て
い
て
、
こ
こ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
接
辞
よ
り
、
新
し
い
接
続
の
し
か
た
を
す
る
。
形
容
動
詞
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
形
容
動
詞
と
し
て
し
て
の
用
例
は
な
く
、
ウ
ヅ
ノ
の
形
で
、
讃
称
と
な
る
例
の
み
で
あ
る
。
以
上
、
ト
ヨ
・
ウ
ヅ
ノ
な
ど
は
、
讃
称
の
こ
と
ぼ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
前
に
述
べ
た
イ
(ツ
)
・
ユ
(ツ
)
・
マ
こ
・こ
サ
.
フ
ト
.
タ
マ
・
タ
カ
な
ど
が
讃
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
平
行
し
て
使
用
さ
れ
た
、
新
し
い
讃
称
の
こ
と
ぼ
で
あ
る
。
ニ
ー
ニ
オ
ホ
〈
一
-
六
〉
に
、
64
フ
ト
が
「太
し
」
と
い
う
形
容
詞
と
同
源
で
あ
る
ご
と
く
、
タ
カ
は
「高
し
」
と
同
源
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
豊
か
な
こ
と
を
讃
め
る
ト
ヨ
や
、
「大
き
」
と
同
源
で
あ
る
「
オ
ホ
」
も
加
え
て
、
壮
大
な
も
の
・
高
い
も
の
・
豊
か
な
も
の
・
広
大
な
も
の
を
表
わ
す
こ
と
ば
は
、
讃
賞
の
こ
と
ば
と
な
る
。
と
述
べ
た
。
「大
峰
意
富
袁
」
(古
事
記
八
九
歌
謡
)
や
「大
船
於
保
夫
祢
」
(萬
葉
集
巻
第
十
五
3
6
1
1
)
な
ど
の
よ
う
に
大
き
な
こ
と
を
示
す
も
の
、
「大
を
そ
鳥
於
保
乎
曾
杼
里
」
(萬
葉
集
巻
第
十
四
3
5
2
1
)
や
「大
雪
大
雪
」
(萬
葉
集
巻
第
ニ
ー
0
3
)
の
よ
う
に
程
度
・
量
の
甚
だ
し
い
こ
と
を
表
わ
す
も
の
の
ほ
か
に
、
「
お
ほ
み
こ
と
勅
旨
反
云
大
命
」
(萬
葉
集
巻
第
五
8
9
4
)
の
よ
う
な
、
尊
称
と
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
カ
ミ
に
接
し
て
「大
神
大
神
」
(萬
葉
集
巻
第
十
九
4
2
6
4
)
と
な
る
も
の
や
キ
ミ
に
接
し
て
「大
君
ろ
渺
富
岐
美
呂
」
(古
事
記
五
七
歌
謡
)
と
な
る
も
の
も
あ
る
。
(天
皇
や
皇
子
を
オ
ホ
キ
ミ
と
呼
ぶ
。
そ
の
萬
葉
集
の
表
記
の
う
ち
、
「
大
王
・
王
」
は
天
皇
の
ほ
か
、
皇
子
・
王
・
女
王
を
指
す
が
、
「大
皇
・
太
皇
・
皇
・
大
君
」
は
す
べ
て
天
皇
を
指
す
、
と
従
来
言
わ
れ
て
い
る
が
、
皇
子
に
「皇
」
の
字
を
用
な
　
い
た
も
の
が
一
例
あ
る
。
)
ま
た
、
「大
御
神
た
ち
大
御
神
等
」
(萬
葉
集
巻
第
五
8
9
4
)
や
「大
御
酒
意
富
美
岐
」
(古
事
記
四
八
歌
謡
)
の
よ
う
に
、
オ
ホ
ミ
の
形
で
接
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
後
の
時
代
に
対
人
関
係
に
基
づ
く
尊
敬
語
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
萬
葉
集
巻
第
十
七
3
9
3
0
の
歌
に
「国
つ
み
神
久
尓
都
美
可
未
」
、
古
事
記
一
〇
一
歌
謡
に
「豊
御
酒
登
余
美
岐
」
の
形
も
あ
る
か
ら
、
い
ま
だ
オ
ホ
ミ
で
一
語
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
〈
一
i
六
〉
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
沖
森
卓
也
編
『日
本
語
史
』
に
は
、
◇
尊
敬
語
は
既
に
七
世
紀
か
ら
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
尊
敬
語
に
は
、
体
言
に
見
ら
れ
る
も
の
と
用
言
に
見
ら
れ
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
体
言
に
見
ら
れ
る
も
の
に
は
、
種
々
の
接
頭
語
が
あ
げ
ら
れ
、
「
お
ほ
み
ー
」
「
み
ー
」
、
ま
た
美
化
語
的
な
「ふ
と
ー
」
「
た
ま
i
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
(同
書
、
一
〇
二
頁
)
と
あ
る
。
〈
一
-
三
〉
に
述
べ
た
ミ
、
お
よ
び
、
こ
こ
に
述
べ
た
オ
ホ
ミ
は
、
後
の
時
代
の
対
人
関
係
に
基
づ
く
尊
敬
語
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
時
代
、
ミ
は
畏
敬
・
讃
称
・
美
称
の
接
辞
で
あ
り
、
オ
ホ
ミ
は
尊
称
の
オ
ホ
と
讃
称
の
ミ
と
の
二
語
で
あ
る
。
〔附
〕
カ
ミ
ム
〉
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
ほ
め
詞
・
美
称
の
接
辞
が
、
カ
ミ
に
対
す
る
畏
敬
の
念
に
発
っ
し
、
讃
称
・
美
称
の
接
辞
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
新
潮
日
本
古
典
集
成
の
頭
注
に
は
、
◇
接
頭
語
「御
」
は
峠
の
神
へ
の
畏
怖
を
表
わ
す
。
語敬6代上47
の
よ
う
に
、
「畏
怖
」
と
い
う
表
現
さ
え
も
為
さ
れ
て
い
た
(39
頁
)
。
カ
ミ
は
た
た
え
ら
れ
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
い
。
時
に
は
「
畏
怖
」
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
が
な
い
た
め
に
、
従
来
の
カ
ミ
に
対
す
る
畏
敬
の
説
明
は
、
せ
い
ぜ
い
、
「ほ
め
詞
」
「そ
の
も
の
を
た
た
え
る
こ
と
ば
」
と
い
う
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
、
日
本
人
が
何
を
カ
ミ
と
呼
び
、
何
を
思
っ
て
き
た
の
か
を
述
べ
る
。萬
葉
集
の
中
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
の
歌
に
曰
く
葦
原
の
瑞
穂
の
国
は
神
な
が
ら
言
挙
げ
せ
ぬ
国
し
か
れ
ど
も
言
挙
げ
そ
吾
が
す
る
事
幸
く
ま
幸
く
ま
せ
と
つ
つ
み
な
く
幸
く
い
ま
さ
ば
荒
磯
波
あ
り
て
も
見
む
と
百
重
波
千
重
波
し
き
に
言
挙
げ
す
吾
は
言
挙
げ
す
吾
は
反
歌
磯
城
島
の
大
和
の
国
は
言
霊
の
助
く
る
国
ぞ
ま
幸
く
あ
り
こ
そ
[萬
葉
集
巻
第
十
三
3
2
5
3
・
3
2
5
4
]
と
詠
っ
た
歌
が
あ
る
。
ヤ
マ
ト
ノ
ク
ニ
は
、
葦
原
の
中
に
水
田
を
作
り
、
稲
を
育
て
る
こ
と
を
推
進
し
て
き
た
。
水
田
耕
作
を
す
る
た
め
に
は
、
自
然
の
運
行
に
即
し
、
共
同
作
業
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
自
然
の
大
き
な
力
が
、
わ
た
く
し
た
ち
に
恵
み
を
与
え
、
ま
た
、
わ
ざ
わ
い
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
力
を
わ
た
く
し
た
ち
の
祖
先
は
、
カ
ミ
と
呼
ん
だ
。
一
本
の
木
に
キ
の
カ
ミ
が
宿
る
。
そ
の
木
か
ら
机
が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
机
と
し
て
機
能
す
る
と
き
、
そ
こ
に
ツ
ク
エ
の
カ
ミ
が
宿
る
。
そ
う
し
て
、
森
羅
万
象
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
・
コ
ト
に
カ
ミ
が
宿
る
。
豊
か
な
稔
を
も
た
ら
す
の
も
カ
ミ
の
為
わ
ざ
で
あ
り
、
水
害
や
ひ
で
り
を
起
こ
す
の
も
カ
ミ
の
為
わ
ざ
で
あ
る
。
善
き
こ
と
を
起
こ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
悪
し
き
こ
と
を
起
こ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
す
べ
て
カ
ミ
の
力
で
あ
る
。
荒
御
魂
・
和
御
魂
と
い
っ
て
、
カ
ミ
に
は
猛
々
し
い
面
と
柔
和
な
面
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
平
安
時
代
の
土
左
日
記
の
中
に
、
風
が
吹
い
て
荒
れ
る
海
に
、
海
の
カ
ミ
を
和
ら
げ
る
た
め
　　
　
に
、
鏡
を
献
じ
る
く
だ
り
が
あ
る
(承
平
五
年
二
月
五
日
の
条
)
。
カ
ミ
は
恐
ろ
し
い
力
を
も
っ
た
も
の
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
カ
ミ
は
、
創
造
主
・
救
世
主
で
は
な
く
、
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
感
謝
の
対
象
で
あ
る
の
み
で
も
な
く
、
畏
怖
の
対
象
で
も
あ
る
。
…
斎
瓮
を
斎
ひ
掘
り
す
ゑ
竹
玉
を
問
な
く
貫
き
垂
れ
天
地
の
神
を
そ
吾
が
祈
む
…
[萬
葉
集
巻
第
十
三
3
2
8
4
相
聞
]
…
倭
文
幣
を
手
に
取
り
持
ち
て
竹
玉
を
し
じ
に
貫
き
垂
れ
天
地
の
神
を
そ
吾
が
祈
む
…
[萬
葉
集
巻
第
十
三
3
2
8
6
相
聞
]
…
木
綿
だ
す
き
肩
に
取
り
掛
け
斎
瓮
を
斎
ひ
掘
り
す
ゑ
天
地
の
神
に
そ
吾
が
乞
ふ
…
　4
[萬
葉
集
巻
第
士
二
3
2
8
8
相
聞
]
な
ど
に
、
カ
ミ
に
祈
る
様
が
画
か
れ
て
い
る
。
忽
ち
に
、
京
に
入
ら
む
と
し
て
懐
を
述
べ
し
作
を
見
て
、
生
別
悲
し
く
し
て
、
断
腸
万
廻
、
怨
緒
禁
め
難
し
。
聊
か
に
所
心
を
奉
り
し
一
首
二
絶
を
并
せ
た
り
…
礪
波
山
手
向
の
神
に
幣
奉
り
(奴
佐
麻
都
里
)
あ
が
乞
ひ
疇
ま
く
…
[萬
葉
集
巻
第
十
七
4
0
0
8
大
伴
池
主
]
の
よ
う
に
幣
を
奉
る
こ
と
が
、
多
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
4
0
0
8
の
歌
に
は
、
玉
桙
の
道
の
神
た
ち
賂
は
せ
む
(麻
比
波
勢
牟
)
あ
が
思
ふ
君
を
な
つ
か
し
み
せ
よ
[萬
葉
集
巻
第
十
七
4
0
0
9
大
伴
池
主
]
の
よ
う
な
反
歌
が
あ
っ
て
、
4
0
0
8
の
歌
で
「幣
」
と
言
っ
た
も
　　
　
の
を
「賂
」
の
語
に
換
え
て
い
る
。
4
0
0
9
の
歌
は
、
京
に
上
る
家
持
の
旅
の
安
寧
を
道
の
神
に
願
う
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
「賂
」
の
11I
O
出
て
く
る
歌
に
は
、
人
の
宅
に
宴
せ
し
歌
三
首
わ
が
や
ど
に
咲
け
る
な
で
し
こ
賂
は
せ
む
(麻
比
波
勢
牟
)
ゆ
め
花
散
る
な
い
や
を
ち
に
咲
け
厂萬
葉
集
巻
第
二
十
4
4
4
6
丹
比
国
人
真
人
]
の
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
て
、
こ
の
歌
は
、
な
で
し
こ
の
花
に
願
う
歌
で
あ
る
。
左
大
臣
橘
諸
兄
の
長
寿
を
祈
る
寿
歌
で
あ
る
。
湯
原
王
の
月
の
歌
二
首
天
に
ま
す
月
読
を
と
こ
賂
は
せ
む
(幣
者
将
為
)
今
夜
の
長
さ
五
百
夜
継
ぎ
こ
そ[萬
葉
集
巻
第
六
9
8
5
雑
歌
]
の
歌
は
、
月
読
を
と
こ
に
願
っ
て
い
る
分
、
多
少
、
神
祗
に
触
れ
る
が
、
こ
れ
も
明
る
い
歌
で
あ
る
。
万
葉
仮
名
は
「ヌ
サ
」
と
同
じ
「幣
」
の
字
で
、
「
マ
ヒ
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
。
「～
は
せ
む
」
の
形
か
ら
、
こ
の
「幣
」
を
「
マ
ヒ
」
訓
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
男
子
、
名
古
日
を
恋
ひ
し
歌
三
首
長
一
首
、
短
二
首
反
歌
若
け
れ
ば
道
行
き
知
ら
じ
賂
は
せ
む
(末
比
波
世
武
)
下
へ
の
使
ひ
負
ひ
て
通
ら
せ
布
施
置
き
て
(布
施
於
吉
弖
)
吾
は
乞
ひ
疇
む
あ
ざ
む
か
ず
直
に
率
行
き
て
天
路
知
ら
し
め
[萬
葉
集
巻
第
五
9
0
5
・
9
0
6
]
9
0
5
.
9
0
6
の
歌
は
、
幼
く
し
て
亡
く
し
た
わ
が
子
が
無
事
に
天
に
行
き
着
け
る
よ
う
に
願
う
親
の
歌
で
あ
る
(9
0
5
の
歌
で
「賂
」
と
す
る
も
の
を
、
9
0
6
の
歌
で
は
「布
施
」
と
仏
教
語
に
置
き
か
え
て
い
る
。
「天
路
」
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
神
道
な
の
で
あ
る
が
、
仏
教
語
を
用
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
代
の
仏
教
の
受
け
入
れ
方
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
)。
「幼
く
て
、
天
に
行
く
道
が
わ
か
ら
1語敬S代上49
な
い
だ
ろ
う
。
賂
を
奉
る
か
ら
、
お
ん
ぶ
し
て
連
れ
て
行
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
L
と
は
、
あ
ま
り
に
悲
し
い
親
心
で
あ
る
。
こ
の
賂
の
あ
り
か
た
は
、
土
左
日
記
の
鏡
に
つ
な
が
る
。
カ
ミ
に
祈
る
の
は
、
　　
　
単
に
カ
ミ
の
加
護
を
願
う
の
み
な
ら
ず
、
荒
ぶ
る
カ
ミ
を
和
ら
げ
る
思
い
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
カ
ミ
に
祈
る
と
き
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
願
い
を
あ
ら
わ
に
口
に
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
何
を
願
っ
た
か
他
人
に
言
う
こ
と
は
な
い
。
言
挙
げ
は
し
な
い
。
口
に
す
れ
ば
願
い
は
飛
散
し
て
し
ま
う
。
言
葉
に
は
霊
力
が
宿
っ
て
い
て
、
言
葉
が
悪
い
力
に
利
用
さ
れ
る
の
を
恐
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
忌
み
言
葉
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
現
代
で
も
Y
死
や
苦
に
通
じ
る
四
・
九
の
数
字
を
嫌
っ
た
り
、
結
婚
式
の
ス
ピ
ー
チ
に
キ
レ
ル
・
ハ
ナ
レ
ル
な
ど
の
語
を
避
け
た
り
す
る
。
逆
に
、
新
年
の
挨
拶
に
「
ア
ケ
マ
シ
テ
オ
メ
デ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
と
言
っ
て
善
き
一
年
を
言
祝
ぐ
。
豊
作
を
祈
り
、
収
穫
を
祝
う
。
こ
の
よ
う
な
自
然
へ
の
畏
怖
と
感
謝
が
、
カ
ミ
に
対
す
る
敬
語
や
讃
称
の
接
辞
の
発
生
す
る
基
盤
で
あ
る
。
〈附
〉
の
は
じ
め
に
掲
げ
た
萬
葉
集
巻
十
三
3
2
5
3
・
3
2
5
4
の
歌
は
、
そ
の
よ
う
に
言
挙
げ
し
な
い
こ
と
が
常
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
霊
を
信
じ
て
敢
え
て
言
挙
げ
し
て
、
予
祝
し
よ
う
と
の
思
い
で
、
高
ら
か
に
幸
い
を
祈
っ
た
歌
で
あ
る
。
韻
律
を
も
っ
た
歌
で
あ
る
か
ら
、
祭
祀
に
準
じ
て
、
こ
と
ぼ
が
ま
っ
す
ぐ
に
カ
ミ
に
届
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
一
方
、
共
同
作
業
を
行
な
う
中
で
、
人
々
は
価
値
観
を
共
に
す
る
。
同
じ
価
値
観
を
も
っ
た
同
質
の
人
々
の
間
で
、
自
己
を
主
張
せ
ず
相
手
に
即
し
て
生
き
る
。
そ
し
て
自
然
に
ゆ
だ
ね
る
、
自
然
の
力
に
つ
つ
ま
れ
て
生
き
る
。
現
代
の
わ
た
く
し
た
ち
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
言
葉
に
は
出
さ
ず
に
相
手
の
気
持
を
推
し
測
る
気
配
り
・
心
遣
い
を
大
切
に
す
る
の
も
、
こ
う
し
た
水
田
耕
作
を
こ
と
と
す
る
生
活
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
語
の
ヒ
ト
と
ヒ
ト
と
の
待
遇
・
敬
語
に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
ヒ
ト
は
、
自
然
に
つ
つ
ま
れ
て
生
き
、
自
然
に
帰
っ
て
い
く
存
在
で
あ
る
。
ヒ
ト
は
死
ね
ば
カ
ミ
に
な
る
。
萬
葉
集
の
挽
歌
の
中
に
、
皇
子
が
カ
ミ
と
な
る
こ
と
が
表
わ
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
弓
削
皇
子
の
薨
ぜ
し
時
に
、
置
始
東
人
の
作
り
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
高
光
る
日
の
皇
子
ひ
さ
か
た
の
天
つ
宮
に
神
な
が
ら
神
と
い
ま
せ
ば
(神
等
座
者
)
そ
こ
を
し
も
あ
や
に
恐
み
…
[萬
葉
集
巻
第
二
2
0
4
]
こ
れ
は
、
日
の
皇
子
で
あ
る
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
神
道
で
は
、
ヒ
ト
は
死
ね
ば
カ
ミ
と
な
る
。
日
本
挽
歌
一
首
05
…
恨
め
し
き
妹
の
命
(美
許
等
)
の
あ
れ
を
ば
も
い
か
に
せ
よ
と
か
に
ほ
鳥
の
二
人
並
び
居
語
ら
ひ
し
心
そ
む
き
て
家
離
り
い
ま
す
(伊
摩
須
)
[萬
葉
集
巻
第
五
7
9
4
山
上
憶
良
]
弟
の
死
去
せ
し
を
哀
し
み
て
作
り
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
…
箸
向
か
ふ
弟
の
命
(命
)
は
朝
露
の
消
や
す
き
命
神
の
む
た
争
ひ
か
ね
て
葦
原
の
瑞
穂
の
国
に
家
な
や
み
ま
た
帰
り
来
ぬ
遠
つ
国
黄
泉
の
界
に
延
ふ
つ
た
の
己
が
向
き
向
き
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
…
[萬
葉
集
巻
第
九
1
8
0
4
田
辺
福
麻
呂
之
歌
集
出
]
な
ど
、
亡
く
な
っ
た
人
に
「ミ
コ
ト
」
と
い
う
尊
称
を
付
け
る
こ
と
が
多
い
の
も
、
亡
く
な
っ
た
人
が
カ
ミ
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
人
に
「ミ
コ
ト
」
を
付
け
る
の
は
、
神
道
で
は
現
在
に
も
続
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
人
の
考
え
で
は
、
カ
ミ
と
ヒ
ト
と
は
、
死
に
よ
っ
て
断
絶
し
な
が
ら
も
、
連
続
し
た
存
在
な
の
で
あ
る
。
(な
お
、
7
9
4
の
歌
の
最
後
に
「家
離
り
い
ま
す
」
と
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
に
は
ほ
か
に
も
「来
ま
す
」
「臥
や
す
」
な
ど
、
妻
に
対
す
る
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
亡
き
妻
を
偲
び
尊
ぶ
気
持
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。)
こ
の
こ
と
と
は
別
に
、
萬
葉
集
に
は
、
現
人
神
の
考
え
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
壬
申
の
年
の
乱
の
平
定
し
て
以
後
の
歌
二
首
大
君
は
(皇
者
)
神
に
し
い
ま
せ
ば
(神
尓
之
座
者
)
赤
駒
の
腹
這
ふ
田
居
を
都
と
成
し
つ
右
一
首
、
大
将
軍
右
大
臣
大
伴
卿
作
。
[萬
葉
集
巻
第
十
九
4
2
6
0
]
大
君
は
(大
王
者
)
神
に
し
い
ま
せ
ば
(神
尓
之
座
者
)
水
鳥
の
す
だ
く
水
沼
を
都
と
成
し
つ
作
者
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
右
の
件
の
二
首
は
、
天
平
勝
宝
四
年
二
月
二
日
に
聞
き
て
、
即
ち
こ
こ
に
載
す
る
も
の
な
り
。
[萬
葉
集
巻
第
十
九
4
2
6
1
]
天
皇
の
雷
岳
に
御
遊
び
た
ま
ひ
し
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
り
し
歌
一
首
大
君
は
(皇
者
)
神
に
し
い
ま
せ
ば
(神
二
四
座
者
)
天
雲
の
雷
の
上
に
廬
り
せ
る
か
も[萬
葉
集
巻
第
三
2
3
5
]
長
皇
子
の
猟
路
の
池
に
遊
び
し
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
り
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
或
る
本
の
反
歌
一
首
大
君
は
(皇
者
)
神
に
し
い
ま
せ
ば
(神
尓
之
坐
者
)
真
木
の
立
つ
荒
山
中
に
海
を
な
す
か
も
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[萬
葉
集
巻
第
三
2
4
1
]
2
3
5
の
歌
の
題
詞
の
「天
皇
」
に
つ
い
て
、
新
大
系
本
注
に
◇
題
詞
の
「
天
皇
」
は
、
天
武
か
持
統
か
文
武
か
、
確
定
で
き
な
い
。
持
統
と
す
る
説
に
従
う
。
と
言
う
。
今
、
こ
れ
に
従
う
。
「天
皇
」
の
文
字
は
、
天
武
天
皇
の
頃
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
天
皇
を
現
人
神
と
し
て
崇
め
る
考
え
も
、
天
武
天
皇
の
頃
よ
り
お
こ
っ
た
。
壬
申
の
乱
の
後
、
天
武
天
皇
が
律
令
に
よ
る
古
代
統
一
国
家
を
ま
と
め
、
こ
の
時
に
古
代
天
皇
制
が
確
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
2
4
1
の
歌
で
は
、
皇
子
を
現
人
神
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
現
人
神
の
思
想
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
で
、
一
般
の
カ
ミ
概
念
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
時
カ
ミ
ガ
ミ
は
隠
れ
、
ヒ
ト
は
大
自
然
を
忘
れ
、
ヒ
ト
中
心
の
政
事
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
(
二
〇
〇
七
・
九
・
三
十
)
注(1
)
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
(三
省
堂
一
九
六
七
年
)
「ゆ
[斎
]」
の
項
に
、
形
状
言
。
ユ
～
・
ユ
ツ
～
の
形
で
接
頭
語
的
に
用
い
ら
れ
、
斎
み
清
め
た
・
神
聖
な
の
意
を
添
え
て
美
称
を
な
し
、
ま
た
ユ
ユ
シ
・
ユ
マ
フ
・
ユ
マ
ハ
ル
な
ど
の
語
幹
と
な
っ
て
い
る
。
と
言
い
、
【考
】
に
、
同
様
の
意
の
イ
が
あ
り
、
そ
れ
に
厳
イ
ツ
と
い
う
形
が
あ
る
。
斎
ユ
ム
は
ま
た
イ
ム
と
も
い
う
。
…
イ
・
ユ
を
冠
す
る
語
は
大
体
④
植
物
名
と
、
@
神
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
に
ほ
ぼ
限
定
で
き
る
。
④
で
も
◎
で
も
、
神
の
も
の
と
し
て
清
め
ら
れ
斎
い
わ
わ
れ
た
意
に
解
せ
る
が
、
そ
こ
か
ら
⑦
は
神
の
物
の
よ
う
に
美
し
く
繁
茂
し
た
の
意
に
、
@
は
清
ら
か
な
も
の
の
意
に
、
す
な
わ
ち
美
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
経
路
が
開
か
れ
て
い
る
。
元
来
神
に
関
連
の
あ
る
、
信
仰
的
価
値
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
ほ
め
詞
が
美
称
と
な
る
こ
と
は
、
接
頭
語
ミ
に
お
い
て
も
著
し
い
(↓
ゆ
つ
い
は
む
ら
【考
】
)。
と
言
う
o
(2
)
講
座
国
語
史
5
『
敬
語
史
』
第
二
章
「古
代
の
敬
語
I
」
四
七
頁
、
四
九
頁
。
大
修
館
書
店
一
九
七
一
年
(3
)
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
「
み
」
の
項
に
は
、
接
頭
語
。
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
物
を
指
す
と
き
や
物
を
ほ
め
た
た
え
て
い
う
と
き
に
用
い
る
。
【考
】
そ
の
物
の
所
有
者
ま
た
は
関
係
者
が
尊
敬
・
畏
敬
す
べ
き
者
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
接
頭
語
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
敬
語
の
接
頭
語
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
個
々
の
例
を
そ
の
関
係
者
に
よ
っ
て
分
け
れ
ば
、
④
天
皇
・
皇
族
の
物
、
ひ
い
て
は
宮
中
・
朝
廷
の
物
◎
神
に
関
す
る
物
④
仏
の
物
㊥
一
般
に
、
尊
い
人
の
物
等
。
④
⑭
⑳
は
、
結
局
㊥
に
ま
と
め
ら
れ
は
す
る
が
、
一
々
の
語
に
つ
い
て
は
、
ミ
～
と
い
え
ば
そ
の
関
係
者
が
慣
用
的
に
=
疋
し
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
、
分
け
て
み
る
こ
と
が
25
で
き
る
。
…
と
あ
り
、
ま
た
、
【
考
】
…
以
上
は
敬
語
の
接
頭
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
㊥
マ
や
ユ
・
ユ
ツ
な
ど
の
よ
う
な
、
美
称
と
い
わ
れ
る
用
法
の
例
も
あ
り
(ミ
草
こ
・丶
空
こ
・丶冬
こ
・丶
陰
・
ミ
酒
等
)
、
そ
の
中
に
㊦
地
形
名
に
ミ
の
つ
い
た
も
の
(ミ
山
こ
・丶
嶺
・
ミ
坂
等
)
と
、
㊦
器
物
の
名
に
つ
い
た
も
の
(ミ
甕
・
ミ
籠
.
ミ
鉤
.
ミ
杯
こ
・＼掘
串
)
と
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
㊦
は
お
そ
ら
く
元
来
神
の
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
(↓
み
さ
き
【考
】
)、
㊦
㊦
を
含
め
て
㊥
は
神
・
信
仰
と
の
関
係
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
(↓
ゆ
[斎
]
【考
】
)
。
と
あ
る
。
(4
)
こ
の
「真
っ
青
な
m
a
s
s
a
o
n
a
」
に
入
る
"
s
"
の
音
は
、
「
み
し
ね
御
稲
m
i
S
i
n
e
」
(「
神
楽
歌
細
波
」
岩
波
日
本
古
典
文
學
大
系
『古
代
歌
謡
集
』
一
九
五
七
年
)
「波
流
佐
米
春
雨
h
a
r
u
s
a
m
e
」
(萬
葉
集
巻
第
十
七
3
9
6
9
)
な
ど
の
"
s
"
と
同
じ
で
、
複
合
語
の
後
項
が
母
音
で
始
ま
る
際
に
"
s
"
が
入
る
も
の
で
あ
る
。
今
の
接
辞
の
サ
と
の
関
係
は
改
め
て
考
え
た
い
。
(
5
)
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
4
0
8
6
歌
の
注
に
、
「
さ
」
は
接
頭
辞
だ
が
、
歌
で
は
常
に
「
さ
百
合
」
と
い
う
。
単
に
「
百
合
」
と
い
っ
た
例
は
、
万
葉
集
に
は
見
え
な
い
。
と
言
う
。
単
に
「百
合
」
と
い
っ
た
例
は
な
い
が
、
「
草
深
百
合
」
の
例
(七
1
2
5
7
、
十
一
2
4
6
7
)
は
あ
る
。
常
に
「
さ
百
合
」
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
(6
)
こ
の
よ
う
な
用
字
は
、
ほ
か
に
「
河
波
カ
バ
」
「
孤
悲
コ
ヒ
」
な
ど
が
あ
る
。
(
7
)
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
注
に
は
、
「
玉
床
」
は
、
「床
」
の
美
称
、
既
出
(三
六
)
。
『
私
注
』
に
「
七
夕
の
夜
の
会
の
後
の
、
織
女
の
心
事
を
其
の
立
場
で
人
間
が
作
っ
た
の
で
、
つ
い
人
間
か
ら
の
見
方
が
出
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
と
あ
る
。
土
屋
文
明
『萬
葉
集
私
注
五
』
(筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
)
の
、
こ
の
歌
の
「
作
意
」
に
、
七
夕
の
夜
の
會
の
後
の
、
織
女
の
心
事
を
其
の
立
場
で
歌
つ
た
の
で
あ
る
。
自
ら
玉
床
と
云
つ
た
り
す
る
の
は
、
人
間
が
作
つ
た
の
で
、
つ
い
人
間
か
ら
の
見
方
が
出
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
と
あ
る
部
分
を
い
う
。
が
、
こ
の
タ
マ
は
単
な
る
美
称
で
も
な
く
、
土
屋
文
明
氏
の
言
の
よ
う
な
、
「人
間
か
ら
の
見
方
」
で
も
な
い
。
(
8
)
オ
ホ
キ
ミ
は
、
首
長
を
指
す
キ
ミ
に
尊
称
の
オ
ホ
の
付
い
た
も
の
で
あ
る
。
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
に
は
、
◇
天
皇
以
下
の
皇
族
に
、
男
女
に
か
か
わ
り
な
く
用
い
る
尊
称
。
と
言
い
、
【
考
】
の
欄
に
、
◇
万
葉
で
「大
皇
・
太
皇
・
皇
・
大
君
」
な
ど
の
字
は
す
べ
て
天
皇
を
指
す
場
合
に
用
い
ら
れ
、
皇
子
・
王
・
女
王
を
指
し
た
も
の
は
な
い
。
一
方
、
「
大
王
・
王
」
の
字
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
…
と
言
う
。
ま
た
、
春
日
和
男
氏
も
◇
オ
ホ
キ
ミ
は
、
天
皇
お
よ
び
そ
れ
以
下
の
皇
族
に
対
し
て
用
い
、
男
女
を
問
わ
な
い
。
…
通
常
、
歌
謡
で
は
「
や
す
み
し
し
和
賀
意
富
岐
美
能
遊
ば
し
し
…
」
(雄
略
記
)
に
お
け
る
が
ご
と
く
、
枕
詞
「
や
す
み
し
し
」
を
付
し
た
例
が
多
く
な
る
。
か
か
る
場
合
で
も
必
ず
し
も
天
皇
そ
の
も
の
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
。
…
し
か
し
万
葉
で
は
、
オ
ホ
キ
ミ
の
字
面
で
「太
皇
・
大
皇
・
皇
・
大
君
」
語敬6代上53
は
す
べ
て
天
皇
を
指
す
場
合
に
用
い
、
「
大
王
・
王
」
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
適
用
す
る
用
字
法
を
と
っ
て
い
る
。
と
言
う
(講
座
国
語
史
5
『
敬
語
史
』
第
二
章
「古
代
の
敬
語
I
」
五
四
頁
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
皇
子
に
「皇
」
の
字
を
用
い
た
も
の
が
一
例
あ
る
。
オ
ホ
キ
ミ
の
周
辺
語
は
、
古
事
記
に
「
オ
ホ
キ
ミ
」
二
例
(自
称
一
例
)
、
「
オ
ホ
キ
ミ
ロ
」
一
例
「
ワ
ガ
オ
ホ
キ
ミ
」
四
例
、
「女
鳥
の
ワ
ガ
オ
ホ
キ
ミ
」
一
例
日
本
書
紀
に
「
オ
ホ
キ
ミ
」
七
例
、
「
オ
ホ
キ
ミ
ロ
」
一
例
「
ワ
ガ
オ
ホ
キ
ミ
」
四
例
萬
葉
集
に
「
オ
ホ
キ
ミ
」
八
十
例
「
ワ
ガ
オ
ホ
キ
ミ
」
四
十
六
例
、
「
ワ
ゴ
オ
ホ
キ
ミ
」
十
一
例
存
す
る
。
こ
の
う
ち
、
オ
ホ
キ
ミ
が
皇
子
を
指
す
も
の
は
、
古
事
記
の
「女
鳥
の
わ
が
王
」
の
ほ
か
、
萬
葉
集
の
、
①
一
4
5
大
王
軽
皇
子
を
指
す
②
ニ
ー
6
7
王
日
並
皇
子
を
指
す
③
ニ
ー
9
6
王
明
日
香
皇
女
を
指
す
④
ニ
ー
9
8
王
明
日
香
皇
女
を
指
す
⑤
(ニ
ー
9
9
大
王
天
武
天
皇
を
指
す
)
ニ
ー
9
9
大
王
高
市
皇
子
を
指
す
ニ
ー
9
9
大
王
高
市
皇
子
を
指
す
ニ
ー
9
9
大
王
高
市
皇
子
を
指
す
⑥
二
2
0
2
王
高
市
皇
子
を
指
す
⑦
二
2
0
4
王
弓
削
皇
子
を
指
す
⑧
二
2
0
5
王
弓
削
皇
子
を
指
す
⑨
(三
2
3
5
皇
持
統
天
皇
を
指
す
)
三
2
3
5
或
本
王
忍
壁
皇
子
を
指
す
⑩
三
2
3
9
大
王
長
皇
子
を
指
す
三
2
3
9
於
富
吉
美
長
皇
子
を
指
す
⑪
三
2
4
0
大
王
長
皇
子
を
指
す
⑫
三
2
4
1
皇
長
皇
子
を
指
す
⑬
三
2
6
1
大
王
新
田
部
皇
子
を
指
す
⑭
三
4
2
0
王
石
田
王
を
指
す
⑮
三
4
7
5
王
安
積
皇
子
を
指
す
⑯
三
4
7
6
王
安
積
皇
子
を
指
す
⑰
三
4
7
7
王
安
積
皇
子
を
指
す
⑱
三
4
7
8
王
安
積
皇
子
を
指
す
の
二
十
一
例
で
あ
る
(
カ
ッ
コ
内
は
、
同
一
の
歌
の
中
に
、
天
皇
を
指
し
た
オ
ホ
キ
ミ
が
混
在
す
る
も
の
を
挙
げ
た
)
。
右
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
「
お
ほ
き
み
」
の
項
の
【考
】
に
は
、
◇
万
葉
で
「大
皇
・
太
皇
・
皇
・
大
君
」
な
ど
の
字
は
す
べ
て
天
皇
を
指
す
場
合
に
用
い
ら
れ
、
皇
子
・
王
・
女
王
を
指
し
た
も
の
は
な
い
。
一
方
、
「大
王
・
王
」
の
字
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
あ
る
。
⑨
は
、
天
皇
の
雷
岳
に
御
遊
た
ま
ひ
し
時
に
、
柿
本
人
麻
呂
の
作
り
し
歌
一
首
刈
君
(皇
)
は
神
に
し
い
ま
せ
ば
天
雲
の
雷
の
上
に
廬
45
り
せ
る
か
も
右
は
、
或
る
本
に
云
く
、
「
忍
壁
皇
子
に
献
り
し
も
の
な
り
」
と
い
ふ
。
そ
の
歌
に
曰
く
、
「
大
君
は
神
に
し
座
せ
ば
雲
隠
る
雷
山
に
宮
敷
き
い
ま
す
」
と
い
ふ
。
[萬
葉
集
巻
第
三
2
3
5
]
で
、
天
皇
は
諸
説
あ
る
が
持
統
天
皇
と
す
る
説
が
一
般
で
あ
る
。
本
文
の
オ
ホ
キ
ミ
の
字
は
「
皇
」
で
あ
る
。
或
本
で
は
オ
ホ
キ
ミ
の
字
は
「
王
」
と
な
り
、
忍
壁
皇
子
を
指
す
と
言
う
。
こ
の
場
合
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
の
【考
】
に
よ
く
適
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
⑩
か
ら
⑫
は
、
長
皇
子
の
猟
路
の
池
に
遊
び
し
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
り
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
(吾
大
君
)
高
光
る
吾
が
日
の
皇
子
の
…
…
い
や
め
づ
ら
し
き
吾
が
大
君
(吾
於
富
吉
美
)
か
も
反
歌
一
首
ひ
さ
か
た
の
天
行
く
月
を
網
に
刺
し
我
が
大
君
(我
大
王
)
は
蓋
に
せ
り
或
る
本
の
反
歌
一
首
大
君
(皇
)
は
神
に
し
い
ま
せ
ば
真
木
の
立
つ
荒
山
中
に
海
を
な
す
か
も
[萬
葉
集
巻
第
三
2
3
9
・
2
4
0
・
2
4
1
]
と
あ
る
も
の
で
、
「
或
る
本
の
反
歌
一
首
」
の
中
で
は
あ
る
が
、
長
皇
子
を
指
す
「
オ
ホ
キ
ミ
」
に
「
皇
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
こ
の
歌
は
、
〈附
〉
に
お
い
て
、
長
皇
子
が
現
人
神
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
る
歌
で
も
あ
る
)
。
し
た
が
っ
て
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
に
あ
る
◇
万
葉
で
「大
皇
・
太
皇
・
皇
・
大
君
」
な
ど
の
字
は
す
べ
て
天
皇
を
指
す
場
合
に
用
い
ら
れ
、
皇
子
・
王
・
女
王
を
指
し
た
も
の
は
な
い
。
や
春
日
和
男
氏
の
説
は
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
オ
ホ
キ
ミ
に
ヤ
ス
ミ
シ
シ
と
い
う
枕
詞
が
懸
か
る
こ
と
が
あ
る
。
「ヤ
ス
ミ
シ
シ
」
は
、
通
常
、
「
八
隅
を
知
う
し
め
す
(天
皇
)」
の
意
で
、
「
我
ガ
大
君
」
「
我
ゴ
大
君
」
に
か
か
る
枕
詞
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
時
代
別
国
語
大
辞
典
「
や
す
み
し
し
」
の
項
に
、
◇
枕
詞
。
我
ガ
大
君
・
我
ゴ
大
君
に
か
か
る
。
八
隅
を
知
う
し
め
す
天
皇
の
意
で
か
け
た
か
。
と
言
う
。
し
か
し
、
「
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
高
光
る
日
の
皇
子
」
と
し
て
皇
子
を
讃
め
る
歌
の
用
例
も
あ
る
。
①
か
ら
⑱
に
挙
げ
た
皇
子
た
ち
の
う
ち
に
、
①
や
す
み
し
し
吾
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
[萬
葉
集
巻
第
ニ
ー
6
7
日
並
皇
子
を
指
す
]
⑤
や
す
み
し
し
吾
大
王
の
天
の
下
奏
し
た
ま
へ
ば
…
[萬
葉
集
巻
第
ニ
ー
9
9
高
市
皇
子
を
指
す
]
⑦
や
す
み
し
し
吾
王
高
光
る
日
の
皇
子
[萬
葉
集
巻
第
二
2
0
4
弓
削
皇
子
を
指
す
]
⑳
や
す
み
し
し
吾
大
王
高
光
る
吾
が
日
の
皇
子
[萬
葉
集
巻
第
二
2
3
9
長
皇
子
を
指
す
]
⑬
や
す
み
し
し
吾
大
王
高
照
ら
す
日
の
皇
子
[萬
葉
集
巻
第
三
2
6
1
新
田
部
皇
子
を
指
す
]
な
ど
、
「
わ
が
大
君
」
に
「
や
す
み
し
し
」
と
い
う
枕
詞
の
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ヤ
ス
ミ
シ
シ
は
「
我
ガ
大
君
」
「我
ゴ
大
君
」
に
懸
か
る
枕
詞
で
、
通
常
、
「
八
隅
を
知
う
し
め
す
(天
皇
)
」
の
意
で
1語敬6代上5
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
ヤ
ス
ミ
シ
シ
は
萬
葉
集
に
は
全
二
十
七
例
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
五
例
、
こ
の
よ
う
な
用
例
が
あ
り
、
挽
歌
の
み
な
ら
ず
雑
歌
の
場
合
も
あ
る
の
で
、
(挽
歌
で
あ
れ
ば
、
カ
ミ
と
な
っ
て
天
上
か
ら
あ
ま
ね
く
地
上
を
知
う
し
め
す
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
ち
得
よ
う
が
)、
「
八
隅
を
知
う
し
め
す
(天
皇
)
」
の
解
釈
は
、
原
義
で
は
な
い
と
考
え
る
。
1
以
上
、
〈
オ
ホ
キ
ミ
〉
〈
ヤ
ス
ミ
シ
シ
ワ
ガ
オ
ホ
キ
ミ
〉
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
度
佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会
(
二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
六
日
)
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
の
一
部
を
も
と
に
作
成
し
た
。
1
(9
)
土
左
日
記
承
平
五
年
二
月
五
日
の
条
…
か
く
い
ひ
て
な
が
め
つ
〉
く
る
あ
ひ
だ
に
、
ゆ
く
り
な
く
か
ぜ
ふ
き
て
、
こ
げ
ど
も
こ
げ
ど
も
、
し
り
へ
し
そ
き
に
し
そ
き
て
、
ほ
と
ほ
と
し
く
う
ち
は
め
つ
べ
し
。
か
ち
と
り
の
い
は
く
「
こ
の
す
み
よ
し
の
明
神
は
、
れ
い
の
か
み
ぞ
か
し
。
ほ
し
き
も
の
ぞ
お
は
す
ら
ん
。
」
と
は
、
い
ま
め
く
も
の
か
。
さ
て
、
「
ぬ
さ
を
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
。
」
と
い
ふ
。
い
ふ
に
し
た
が
ひ
て
、
ぬ
さ
た
い
ま
つ
る
。
か
く
た
い
ま
つ
れ
ど
も
、
も
は
ら
か
ぜ
や
ま
で
、
い
や
ふ
き
に
、
い
や
た
ち
に
、
か
ぜ
な
み
の
あ
や
ふ
け
れ
ば
、
か
ち
と
り
ま
た
い
は
く
、
「
ぬ
さ
に
は
み
こ
〉
ろ
の
い
か
ね
ば
、
み
ふ
ね
も
ゆ
か
ぬ
な
り
。
な
ほ
う
れ
し
と
お
も
ひ
た
ぶ
べ
き
も
の
た
い
ま
つ
り
た
べ
。
」
と
い
ふ
。
ま
た
、
い
ふ
に
し
た
が
ひ
て
、
「
い
か
が
は
せ
ん
。
」
と
て
、
「
ま
な
こ
も
こ
そ
ふ
た
つ
あ
れ
。
た
ゴ
ひ
と
つ
あ
る
か
ゴ
み
を
た
い
ま
つ
る
。
」
と
て
、
う
み
に
う
ち
は
め
つ
れ
ば
く
ち
を
し
。
さ
れ
ば
、
う
ち
つ
け
に
、
う
み
は
か
ゴ
み
の
お
も
て
の
こ
と
な
り
ぬ
れ
ば
、
あ
る
ひ
と
の
よ
め
る
う
た
、
ち
は
や
ふ
る
か
み
の
こ
〉
ろ
を
あ
る
〉
う
み
に
か
ゴ
み
を
い
れ
て
か
つ
み
つ
る
か
な
い
た
く
、
す
み
の
え
、
わ
す
れ
ぐ
さ
、
き
し
の
ひ
め
ま
つ
な
ど
い
ふ
か
み
に
は
あ
ら
ず
か
し
。
め
も
う
つ
ら
く
、
か
ゴ
み
に
か
み
の
こ
〉
ろ
を
こ
そ
は
み
つ
れ
。
か
ち
と
り
の
こ
〉
ろ
は
、
か
み
の
み
こ
〉
う
な
り
け
り
。
(岩
波
日
本
古
典
文
學
大
系
『
土
左
・
か
げ
ろ
ふ
・
和
泉
式
部
・
更
級
』
一
九
五
七
年
)
(
10
)
土
左
日
記
で
は
、
幣
で
効
力
が
な
い
た
め
、
あ
ら
た
め
て
鏡
を
海
の
カ
ミ
に
奉
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
場
合
に
も
、
幣
と
賂
と
は
別
物
で
、
幣
の
ほ
か
に
賂
を
奉
っ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
後
に
掲
げ
る
萬
葉
集
巻
第
六
9
8
5
の
歌
で
「
幣
者
将
為
」
と
書
い
て
、
「
賂
は
せ
む
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
は
幣
と
賂
と
が
同
じ
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
て
お
く
。
(1
)
カ
ミ
に
祈
る
の
は
加
護
を
願
っ
た
り
、
荒
ぶ
る
カ
ミ
を
和
ら
げ
る
思
い
か
ら
で
あ
る
。
近
年
、
神
社
に
御
利
益
を
求
め
る
人
が
あ
る
が
、
神
社
に
詣
で
て
御
利
益
は
な
い
。
65
